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１．基本事項 作成日

担当課 担当係 管理番号

総
合
振
興
計
画

事業区分 自治事務 法定受託事務
対象拡大　　　有

計
画
施
策
名

行
政
分
野
別

根拠法令
個別計画

等

事業概要

目的
※何のために

対象
※誰・何を対象に

手段
※どのように

成果
※何を求めるか

執行体制 市職員 一部委託 全部委託 指定管理
市民ボラ
ンティア

ＮＰＯ
民間団体

その他（　　　　　　）

を構成する
予算事業

会計区分 款 項 目 細事業名 前年度決算額（円）

本事業の
主な業務

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

２．事業費（投入コスト） ※当該年度以降の数値は内部検討のため試算したものです（未確定数値） 単位：円
区　　　分

年度別計画

事
　
業
　
費

予算（現額）

決算額

財
源
内
訳

国支出金

県支出金

地方債

他特定財源

一般財源

人
件
費

従事職員数(人)

人件費相当試算
※１

(総事業費試算)

※１　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

サービス拡充　有
■ □

□

□

45

事務事業評価表

中項目

大項目

事務事業

事務事業

主要プロジェクト

基本戦略

小項目

000002 消防・救急体制の充実

000005 安全に暮らせるまちづくり＜生活安全＞

平成27年07月31日(金)

予防事務 花園消防署 花園消防署

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

4529

000001 火災予防の推進
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３．評価指標

グ
ラ
フ
表
示

区分

指標名
目標値

単
位

実績値

年度別目標値の設定根拠

実績値の出所・算出式

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

４．観点別評価 （A：目標値どおり（以上）　B：ほぼ目標値どおり　C：目標未達成　－：目標値の設定がないもの）

活動
（意図した活動を
　行っているか）

目標が設定できないものは、活動指標の数値の推移を説明

成果
（意図した成果が
　上がっているか）

目標が設定できないものは、成果指標の数値の推移を説明

効率性
（効率的に事務を
　行っているか）

目標が設定できないものは、効率指標の数値の推移を説明

評価者

５．前年度改善改革プラン達成状況

前年度
改善・改革案

達成状況
及び

その効果

目
標
な
し

活動指標１

活動指標２

活動指標３

成果指標１

成果指標２

活動指標４

Ａ

Ｂ

事務事業評価表
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６．所属長評価（今後の方向性）

担当課 担当係 管理番号

① 現状のまま継続 委託化等の検討
評価の内容説明

② 見直して継続 成果向上のための改善

③ 拡充・重点化（コスト投入） 効率化のための改善

④ 目的達成による終了 事業規模の縮小

⑤ 廃止を検討 他の事務事業と統合

評価者

７．改善改革プランと今後の課題

改善・改革案

８．今後の課題(年度別計画等により実施する取り組み等)

今後の課題

９．評価指標グラフ

区分 指標名

区分 指標名

区分 指標名

上記を実施するための具体的な取り組み内容は？

事務事業

■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

事務事業評価表

予防事務 花園消防署 花園消防署

活動指標１

活動指標２

成果指標２

4529

管内防火対象物数

査察件数

消防検査実施率
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	PTXTKEIKAKU: 消防法・深谷市火災予防条例・建築基準法・行政手続法
	PTXTGAIYOU: 　予防事務とは、延面積３００㎡未満の特定防火対象物及び、延面積５００㎡未満の非特定防火対象物を対象に査察業務を実施し、防火対象物における関係者や住民に対し、消防用設備等の設置や維持管理、防火管理に関する相談及び各種届出に対する指導や検査等を行い、住民の生命、身体及び財産を保護することを目的とした事務である。
	PTXTMOKUTEKI: 国民の生命、身体及び財産を火災から保護することで安寧秩序を保持し、社会公共の福祉に資するため。
	PTXTTAISYOU: 防火対象物及びその関係者、住民等。
	PTXTSYUDAN: 　消防法第４条に基づいた立入検査を適時、適切に実施し、同法第８条に規定する防火管理体制及び同法第１７条に規定する消防用設備等の設置、維持がなされているか確認、指導を行う。
	PTXTSEIKA: 　継続した防火管理体制の構築を推進し行政指導を実施することにより、防火対象物の安全性を確保し、関係者自らの防火意識を高めること。
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	PCHK1: ■
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	PCHK3: □
	PCHK4: □
	PCHK5: ■
	PCHK6: □
	PTXTSIHYONM1_1: 管内防火対象物数
	PTXTSIKI1: 花園消防署管内
	KATUDOU: 　査察に関しては、継続して実施しているため、目標値に近い値で実施することができている。また、消防同意にあっては昨年よりも少ない件数であるが、適正に審査することができた。
	SEIKA: 　査察件数の上昇がみられたが、改善結果（計画）報告書の提出率は８０％であったため、１００％になる様に指導していく。
	PTXTNAME: 管理係長　小池　喬
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	PTXTSIHYONM6_2: 
	PTXTSIKI2: 
	PTXTSIKI3: 
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	PTXTSIKI5: 実施建物／検査義務建物×１００
	PTXTSIKI6: 
	PTXTTANI1: 棟
	PTXTTANI2: 件
	PTXTTANI3: 回
	PTXTTANI4: ％
	PTXTTANI5: ％
	PTXTTANI6: 件
	MOKUHYO1_1: 
	MOKUHYO2_1: 
	MOKUHYO3_1: 
	MOKUHYO4_1: 
	MOKUHYO5_1: 
	MOKUHYO6_1: 
	KONKYO6: 消防同意は依頼されるものであり、目標値の設定に値しない。
	KONKYO5: 法令により、検査義務のある防火対象物１００％の実施とする。
	KONKYO4: 査察を実施後、指摘事項の改善報告書１００％の提出を目標とする。
	KONKYO3: 年間計画に基づいた目標値とする。平成２７年度から各署所での講習を実施
	KONKYO2: 平成２５年度から、１署２分署で行う査察件数を設定した。
	KONKYO1: 現時点での棟数であり、目標値の設定に値しない。
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	JISSEKI1_3: 7
	SIKI1_3: 
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	HID_SIHYO_EDA6: 1
	2NENDO1: 平成24年度
	2NENDO2: 平成25年度
	2NENDO3: 平成26年度
	2NENDO4: 平成27年度
	2NENDO5: 平成28年度
	2NENDO6: 平成29年度
	HID_SIHYO_KB1: 1
	HID_SIHYO_KB2: 2
	HID_SIHYO_KB3: 3
	HID_SIHYO_KB4: 4
	HID_SIHYO_KB5: 5
	HID_SIHYO_KB6: A
	KOUKA: 　査察研修、査察事例検討会を合同で実施したことで法令改正等も確認できたためスキルアップにつながった。また、事例検討会では指導法や問題点を共有することができ今後の査察指導に活用できる有意義な検討会であった。
	KAIZEN: 　査察研修を深谷署と合同で実施することにより、職員間で指導方法や問題点など共有できることでスキルアップへと繋がった。今後も合同研修を継続して実施し、管内における防火対象物を住民が安全、安心に使用することを目的とし消防法令等の違反を少しでも多く是正するためには、職員のスキルアップ及び査察件数の増加が必要と思われる。　
	PMOKCHK1: ■
	PMOKCHK2: □
	PMOKCHK3: □
	PMOKCHK4: □
	PMOKCHK5: □
	PMOKCHK6: ■
	KOURITUSEI: 
	NAME: 副署長　高野　政之
	PTXTKAIZEN: 　昨年度も深谷署と合同で研修を行ったが、これを継続しつつ、花園署としてもスキルアップを図っていく必要がある。そのためには、花園署として査察の研修を定期的に行うようにする。
	PTXTKADAI: 　査察に対する知識や技術、自覚が高まってきており、予防技術資格者の合格者も出始めてきている。今後は、予防業務経験者や予防技術資格者と協力して予防業務に対するレベルアップを図っていく。
	PTXTSETUMEI: 　年々査察件数は増加しており、職員の意識も高くなってきている。これを高い水準で継続していくために、今後も研修を定期的に行い職員の知識、技術、接遇力の向上をはかりたい。　


